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名 称 
令和４年度西予市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業評

価委員会 

事 務 局 

西予市政策企画部 政策推進課 政策・行革係 

電 話 0894-62-6421 

ＦＡＸ 0894-62-6574 

開 催 日 時 令和４年 11 月９日(水) 13：26～15：20 

開 催 場 所 教育保健センター４階 研修室３ 

出席者 

委 員 
前田委員長、樋口副委員長、西山委員、山岡委員、宮西委

員 

その他  

事務局 
宇都宮政策企画部長、原井川課長、末盛補佐、清家係長、

橋本主任、大本主事 

議事内容（要旨） 

政策企画部長 

 

 

出席者各位 

 

 

委員の互選 

 

 

 

１開会あいさつ 

 

 

２自己紹介 

 

 

３委員長及び副委員長の選出 

 委員長 ：前田委員 

 副委員長：樋口委員 
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事務局 

 

４協議事項（令和３年度事業の評価について） 

①地方創生推進交付金事業 

 令和３年度の地方創生推進交付金事業に係る事業実績に

ついて説明。 

 

【西予市外国人材活用事業】 

事業期間が令和３年度までと記載があるが、事業自体は

継続しないのか。 

 

 資料に記載のある事業期間は、推進交付金を使っての事

業期間。令和４年度についても、市の単費で事業を継続し

ている。 

 

労働人口が減少していることから、外国人の手を借りる

必要がある。外国人材の活用については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響もあり厳しい状況であるが、引き続き事

業を継続していただきたい。 

 

【西予市移住・定住、地方創生人材育成プロジェクト】 

 移住者が増加したということだったが、年齢層はどのよ

うに見受けられるか。 

  

移住者 122 人という全体数は把握しているが、出身地や

年齢、性別などの分析については現在行っている段階。 

  

なぜ移住者が増加したと考えるか。 

  

議会の答弁でも、移住者の増加については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により田舎を選ぶ人が増えたことが

要因と発言している。 

 

 移住も重要だが、移住した方が数年経って出ていかない

ために、移住から定住に結びつけることが重要であると考

える。単なる移住で終わらせるのではなく、仕事付きの移

住を促すことで、定住に結び付けていくことが必要である

と考える。 

 

 令和４年度の上半期に、仕事付きの移住事業を行ったが、
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委員長（まとめ） 

 

 

 

 

 

 

 

なかなか難しい状況。 

 

 仕事付きの移住は確かに生活が安定すると考える。先日、

徳島県神山町に視察に行った。神山町は過疎地であるため

家賃などのコストが低いにもかかわらず、IT 技術が普及し

ているため、田舎に住みながら従来の仕事ができるといっ

た特徴がある。仕事をこちらで用意し移住していただく呼

び込み方もあるが、仕事を持って来ていただく呼び込み方

も、今後の施策を考えるうえで持っていただきたい視点で

ある。 

 

 米博物館のサテライトオフィスはどのような状況か。 

 

 現在、米博物館は満室の状況。愛媛大学も借りているが、

新型コロナウイルス感染症対策を行った上うえで、学生の

出入りが増加しており、活発に活動をしている状況。 

 明浜町では、旧狩江小学校を民間企業がオフィスとして

利用しているほか、以前、地方創生交付金を活用し、教員

宿舎をお試し移住住宅として改修しており、活用があると

報告を受けている。 

 

【ジオブランド推進事業】 

商談会を何度か行ったということだったが、何か課題は

あったか。 

 

大型の商談が来た場合、ロットが間に合わないため、商

談が成立しないといった課題があり、令和２年度に実施し

た委員会で指摘を受けたので、令和３年度については東京

や大阪だけでなく、九州などの地方都市で出展を行い、小

口の商談についての促進を行った。 

 

修正事項無し。「西予市外国人材活用事業」および「西

予市移住・定住、地方創生人材行く成プロジェクト」につ

いて多くの意見が出たので、事業の推進を行ううえでメニ

ューの増設など検討いただければと考える。 

また、移住者に伴うアンケートの集計が整い次第、委員

に周知すること。 
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②地方創生拠点整備交付金事業 

令和３年度の地方創生拠点整備交付金事業に係る事業実

績について説明。 

 

【ジオの恵み！ジオリゾートプロジェクト】 

 ジオリゾートの利用者は増加傾向なのか。 

  

新型コロナウイルス感染症の影響を受けキャンセルなど

が一部出ているものの、利用者は増加傾向。 

  

予約状況は把握しているか。 

  

特に、夏休みなどの長期休暇には、子供連れのお客様の

利用が多く、予約は取りづらい状況だったが、新型コロナ

ウイルス感染症（BA5）の拡大によりキャンセルが相次いだ。 

 

【せいよ「チャレンジ・スペース」プロジェクト～生涯活

躍できるまち～】  

売り上げも順調との報告だったが、働いている障がい者

の賃金は増加しているのか。 

 

 パン製造に係る指導者がおり、様々な種類のパンが店頭

に並ぶこともあり、売り上げは順調、賃金も増加している

と聞いている。 

 

 修正事項無し。 

 

 

 

③企業版ふるさと納税 

令和３年度の企業版ふるさと納税に係る事業実績につい

て説明。 

 

 バンカーズチョイスの仕組みは既に始まっているのか。 

 

令和４年度から業務提携を行っている。バンカーズチョ

イスの取り組みを行った自治体は、愛媛県では西予市が初

ということもあり、宣伝効果は十分にあると考える。企業
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版ふるさと納税を行ううえで、社内の合意形成が難しかっ

たようだが、社員への福利厚生に還元できる仕組みは、社

内合意が取りやすくなったと思う。 

  

企業版ふるさと納税を充てることができる事業は、高校

魅力化事業に限られているのか。 

 

数年前までは事業を定める必要があったが、現在は改正

されて、事業を定める必要がなくなった。 

 

修正事項無し。バンカーズチョイスの継続的な利用を行

い、企業版ふるさと納税の寄付者の増加を図っていただき

たい。 

 

 

５ その他 

 人口減少問題は西予市にとっても大変悩ましい課題であ

ると考えるが、現在何か市で対応しているのか。 

 

 平成 28 年までの市の出生数は 200 人以上あったが、年々

減少し令和３年度は 164 人。このことを受け、10 月から庁

舎内に「せいよ将来人口 究明・対策プロジェクト」を立

ち上げた。このプロジェクトは、中堅・若手職員の価値観

を取り入れるため、係長以下の職員９名で構成し、状況把

握・分析を行い、既存もしくはオーダーメイドの事業を１

月の理事者・部長級が集まる場で提案することとしている。 

 

 若い方への施策も重要であるが、高齢化が深刻化してい

る西予市では高齢者への施策も重要であると考える。高齢

者が健康を維持するのと同時に、相続などの手続きや人生

の最後をどのように迎えたいかなど、終活に係る勉強も必

要と考える。 

 

 高齢者が多いことは仕方がないことだが、高齢者の保険

料などを若者に全て負わせることは大きな負担であると考

える。高齢者が高齢者を支える仕組みを構築する必要があ

る。 

 

 ９月に行った商工会の実態調査で、西予市の事業者の半
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分が 60～70 代であることが明らかとなった。そのうち、後

継者がいない事業所が 62％。実態調査の細かい内容を経済

振興課と共有し、事業承継を推進していく必要がある。 

  

 西予市は以前から公園が少ないと言われている。大々的

な公園も良いが、近場で気軽に行くことができる公園を作

ることを検討いただきたい。 

  

公園が少ないといった声は届いており、現在、小学校区

（地域づくり組織）ごとに公園を整備することで計画を進

めている。 

 

 その他に意見が無いようなので、これで協議を終了する。 

 

 

６ 閉会あいさつ【委員長】 

 

 

【閉会】 

備 考  

 


